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沖縄社民党推薦
私たちも応援しています！
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周囲の声に耳を傾け、一緒に考え、
しっかりと発信していくたかこさん
は、信頼できる仲間です。
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糸数たかことのびやかな社会をつくる会

編集者　
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さまざまな問題を沢山の仲間と、真剣
に、ユーモアをもって語り合えるたか
こさんと一緒に風通しの良い社会を！

コラムニスト　

伊是名 夏子

芯があり、困っている人に寄り添
うたかこさんの生き方は、色々な
人の生きやすさにつながります。

助産師　

新垣 並生

みんなの声を政治に届けることは、
多くの仕事を経験してきた母に
ぴったりだと思います。
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にジェンダー平等でのびやかに

● DV・性暴力など女性相談の充実をはかります。
● 固定的性別役割分業を見直すため、啓発事
業を進めます。

● 選択的夫婦別姓制度の実現を応援します。
● 女性が活躍できる対等平等な社会を目指します。

子どもが健やかに
● 子どもの人権が守られる社会を目指し、 子ども
への暴力防止、人権教育を実施します。

● 子育て支援、貧困対策など、子どもたちがのび
のびと暮らし成長できる環境を整えます。

● こどもの声を聴く大人を増やし、相談・支援体
制を充実させます。

一人ひとりに向き合う福祉
● 育児、介護、障がい、貧困など、1人で抱え
込まなくていい社会をつくります。

● 問題の解決策は一人ひとり違います。当事者
の方々の声に耳を傾け、誰ひとり取り残さない
福祉を目指します。

● ヤングケアラーの調査を含め、福祉ニーズの調
査と支援を目指します。

● 子どもにもおとなにも多様な教育機会を
● 歴史を見つめ、文化・芸能・ 工芸の
 　振興と保存を
● 持続可能な観光と環境の実現
● 平和憲法を守り、安全で安心な街

たかこが目指すもの



政治がもっと身近にあることを
実感できる街にしたい。
全ての人が大切にされる街にしたい。
主人公は、市民一人ひとり。

個人の悩みや不安が、解決につながっていく。
個人の希望や想いが、反映されていく。
それが政治であってほしい。
市民活動をするなかで、
私が思い続けてきたことです。

私の役目は、
市民のみなさんの声を聴くこと。
共に考え、行動すること。

みなさんと共に、一人ひとりが
大切にされ安心して暮らせる、
のびやかな社会をつくりたいと願い、
行動します。

どうぞ、みなさんのお力を
お貸しください。

糸数たかこの思い
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子ども、若者、高齢者、障がい者、
外国籍の人、女性、男性、LGBTs 等…
一人ひとりの人権が大切に守られ、

安心して暮らせる那覇市をつくります。

 プロフィール

1968 年　那覇市識名生まれ。
父は糸数幸祐（久米島出身／数学教師）、
母は糸数喜代子（伊江島出身／美術教師）。
那覇市議の宮平のり子の姪。
興南高校（1987年 3月卒業）、
琉球大学法文学部史学科卒業（1991年 3月卒業）。
夫婦別姓で事実婚の夫、新垣栄との間に子どもが 3人。
1997 年～ 2005年　高里鈴代氏 (当時、那覇市議 ) の主宰
する「すぺーす・結」の専従スタッフ。
「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」事務局スタッフ。
1998 年～　子どもへの暴力防止活動
（NPO法人おきなわCAPセンター元事務局長）
2000 年～　ジェンダー平等で安全な社会づくりを目的に
「WEぷらんにんぐ」を設立し、講座やイベントの企画運営
などを行ってきた。
2016 年～ 2018年　「沖縄タイムスと読者委員会」の委員。
その他
珊瑚舎スコーレ平和学講師、
昭和薬科大学付属高校で総合学習非常勤講師、
八重瀬町広報担当及び社会教育指導員、
琉球新報の配達、集金など。
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子どもが暴力から自分の大切な心や体を守る
ために何が出来るのか、子どもやおとなと共
に考える。暴力の被害者にも加害者にも傍観
者にもなることなく、一人ひとりの人権が尊
重される社会を今後も目指していきます。

性別にとらわれることなく、誰もが自分らしく生きられるよ
うに、ジェンダーの問題を分かりやすく楽しく学べる講座や
イベントを行ってきた。女らしく、男らしくから「自分らしく」
へ向けて、今後も取り組んでいきます。

～ 一人ひとりを大切に ～

●

ジェンダー平等●
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お貸しください。


